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保育所に通う子どもの朝食内容充実に向けた取り組み
駒 田 聡 子
An Approach Aiming at the Improvement of Breakfast Content
for Children Attending Day-care Centers
Akiko KOMADA
Abstract
The content of the children’s breakfast at day-care centers in Mie was investigated. It was found that
on average the breakfast foods comprised only one or two types and, especially, few children ate vegeta-
bles. Therefore the author designed complete menus and opened cooking seminar for the caragivers. After
the seminar such feedback as follows was obtained. “We could not only read the menu but also practice
cooking”. “I would like to cook with the menu”. Thus it was confirmed that cooking seminars for caregiv-
ers are very effective in enhancing breakfast content for children. It will be important to continue such ac-
tivity in the future with a view to maintaining an improvement in caregiver nutritional practice.
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1．献立の考案 2．献立の試食 3．レシピ集の作成 4．事前準備
⑤当日の実践内容



























1歳 2 3 4 5 6 計
4（10．3） 3（ 7．7） 9（23．1） 5（12．8）13（33．3） 5（12．8）39（100．0）
表2 子どもの属性（年齢）：人数（％）
就寝時間 20時以前 20時台 21時台 22時台 23時以降 計
人数（％） 0（ 0．0） 4（10．3）25（64．1）10（25．6） 0（ 0．0）39（100．0）
起床時間 6時以前 6時台 7時台 8時台 9時以降 計
人数（％） 0（ 0．0）19（48．7）20（51．3） 0（ 0．0） 0（ 0．0）39（100．0）
表3 子どもの就寝時間・起床時間
子ども 毎日食べる 時々食べない日がある ほとんど食べない 食べない
人数（％） 34（87．1） 3（ 7．7） 1（ 2．6） 1（ 2．6）
保護者 毎日食べる 時々食べない日がある ほとんど食べない 食べない
人数（％） 37（94．8） 1（ 2．6） 0（ 0．0） 1（ 2．6）
表4 子どもおよび保護者の朝食摂取の頻度
子ども 食欲がない 食べる時間がない 食べない習慣 その他 計
人数（％） 3（60．0） 0（ 0．0） 0（ 0．0） 2（40．0） 5（100．0）
保護者 食欲がない 食べる時間がない 食べない習慣 その他 計
人数（％） 0（ 0．0） 2（100．0） 0（ 0．0） 0（ 0．0） 2（100．0）
表5 朝食を毎日食べない者の理由
その他理由記述：眠りたい，用意するがあまり食べない。
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子ども朝食パターン 和食 洋食 シリアル食 その他 子ども計
人数（％） 14（36．8）19（50．0） 0（ 0．0） 5（13．2）38（100．0）
保護者朝食パターン 和食 洋食 シリアル食 その他 保護者計











ご飯 11（28．2） 9（23．1） 8（20．5） 4（10．3） 7（17．9）
パン 8（20．5） 10（25．6） 12（30．8） 1（ 2．6） 7（17．9）
菓子パン 0（ 0．0） 1（ 2．6） 7（17．9） 10（25．6） 21（53．9）
コーンフレーク 0（ 0．0） 1（ 2．6） 2（ 5．1） 4（10．2） 32（82．1）
麺類 0（ 0．0） 0（ 0．0） 3（ 7．7） 4（10．2） 32（82．1）
「主菜」
肉料理（唐揚げ・焼き肉など） 0（ 0．0） 2（ 5．1） 4（10．2） 4（10．2） 29（74．5）
ウインナ ・ーハム・ソーセージ等 3（ 7．7） 8（20．5） 10（25．6） 3（ 7．7） 15（41．0）
魚料理（煮魚・焼き魚など） 1（ 2．6） 2（ 5．6） 6（15．4） 7（17．9） 23（58．5）
かまぼこ・ちくわ・はんぺん等 0（ 0．0） 3（ 7．7） 7（17．9） 7（17．9） 22（56．5）
卵料理 5（12．8） 9（23．1） 9（23．1） 2（ 5．1） 14（35．9）
牛乳 13（33．3） 5（12．8） 6（15．4） 1（ 2．6） 14（35．9）
ヨーグルト 6（15．4） 8（20．5） 10（25．6） 4（10．2） 11（28．3）
チーズ 2（ 5．1） 2（ 5．1） 9（23．1） 5（12．8） 21（53．9）
豆料理 0（ 0．0） 2（ 5．1） 4（10．2） 4（10．2） 29（74．5）
豆の加工品 1（ 2．6） 3（ 7．7） 2（ 5．1） 5（12．8） 28（71．8）
「副菜」
生野菜サラダ 0（ 0．0） 5（12．8） 4（10．2） 4（10．2） 26（66．8）
温野菜（ブロッコリーなど） 1（ 2．6） 4（10．2） 6（15．4） 6（15．4） 22（56．4）
煮野菜 0（ 0．0） 2（ 5．1） 3（ 7．7） 7（17．9） 27（69．3）
炒め野菜 0（ 0．0） 1（ 2．6） 8（20．5） 5（12．8） 23（64．1）
和え物 1（ 2．6） 2（ 5．1） 3（ 7．7） 5（12．8） 28（71．8）
果物 6（15．4） 7（17．9） 10（25．6） 2（ 5．1） 14（36．0）
「汁物・飲料」
味噌汁 4（10．2） 7（17．9） 6（15．4） 2（ 5．1） 20（51．4）
カップスープ 0（ 0．0） 0（ 0．0） 2（ 5．6） 5（12．8） 30（81．6）
吸い物 2（ 5．6） 0（ 0．0） 0（ 0．0） 0（ 0．0） 37（94．4）
「その他」
菓子類 2（ 5．6） 2（ 5．6） 3（ 7．7） 1（ 3．3） 31（77．8）

















































6 Ｄ＊ Ａ 2 3
6 Ｅ Ｃ 1 2
6 Ｆ Ｃ 1 1
6 Ｆ Ｃ 1 1
6 Ｆ Ｃ 1 1
5 Ａ＊ Ａ＊ 2 2
5 Ａ＊ Ｃ 2 2
5 Ｃ Ａ 4 1
5 Ｃ Ａ＊ 5 2
5 Ｃ Ｃ 3 0
5 Ｄ＊ Ａ 3 2
5 Ｅ Ｃ 1 1
5 Ｆ Ａ＊ 1 5
5 ― Ａ＊ 0 5
5 ― Ｃ 0 2
5 ― Ａ 0 4
5 ― Ｃ 0 2
5 ― Ｃ 0 3
5 Ｆ Ｃ 1 3
4 Ｃ Ｃ 3 0
4 Ｃ ― 3 3
4 ― Ｅ 0 3
4 ― ― 0 0
4 ― Ｃ 0 3
3 Ａ Ａ 6 0
3 Ｅ Ｃ 1 1
3 Ｅ Ｅ 1 1
3 Ｆ Ｂ 1 2
3 Ｆ Ｃ 1 1
3 ― Ａ 0 5
3 ― Ｃ 0 2
3 ― ― 0 0
2 Ｂ Ａ 2 4
2 Ｃ＊ Ａ 2 3
2 Ｃ Ａ 2 5
1 Ａ＊ Ａ 7 2
1 Ａ＊ Ａ 6 8
1 Ｅ Ｃ 1 2
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